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 図３　飲み込みにくい （誤嚥しやすい）
　　　　頸部の位置
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　その他，お皿の縁を少し高くしたりフードガードをつ
けることでこぼれずにうまくすくえる工夫や手の力が
ない場合のホルダーや手の震えがあってもこぼれにく
いコップもあります（図 9）．
　テーブルの上のお皿やお椀が滑らないためには滑り
止め用具が有効です．
マットやトレー用のものを用いると便利です（図 10）．
　
④自助具 ・ 装具などの選定および調整
　お箸やスプーンに工夫を施せば自分で食事をお口ま
で運ぶことができる場合があります．連結箸はピンセッ
トのようになっており，バネ状なので開閉が楽にできま
す．また，スプーンやフォークの柄を太くすることで握
りやすくなり，少し長くすることで肘が曲がりにくくて
もその分長さでカバーすることができます．ホルダーを
つけたり，スプーンのヘッド部分を曲げて角度をつけれ
ば手指の力が弱くても関節が曲がりにくくても食物を
自分の手でお口まで運ぶことができます（図 7・8）．
図７　連結箸と太柄のスプーン
図８　ヘッドの調整とホルダー
図９　お皿とコップの工夫
図６　修正後の座位姿勢
図 10　滑り止め用具
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このように，OTRは一人一人の患者様の身体機能を評
価したうえで，食事動作が自立するよう治療・訓練して
いきます．
ま　と　め
　食事が「楽しみ」であり続けるためには，いつまでも美
味しく食べて，おしゃべりして，笑って，健康に過ごすこ
とが大切です．その為にも，これからの人生，少し食事の
姿勢に気をつけてみましょう．

